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岡洋樹氏博士学位（文学）請求論文 
『清代モンゴル・ザサグ旗の研究』 
審査要旨 
 
従来清代のモンゴル社会は、『理藩院則例』『大清会典』など清朝編纂の法制史料中の行
政関係規定に基づいて理解され、盟～旗～佐領という階層構造をもつ行政組織が社会編成
の単位であり、この盟旗制度下の基本行政単位である旗は、特定の王族の中から任命され
るザサグ（旗長）が統轄し、内部は 150人の箭丁からなる佐領に分割された。そしてこれ
に清朝が課したアルバ（公務）の負担が義務づけられる一方、旗内の貴族身分の王公タイ
ジには爵位に応じて属民（随丁）が分与され、随丁が主人に私的に奉仕したとされてきた。
だが佐領の如き組織はもとモンゴルには存在しなかった。とすればその導入は社会の基層
に及ぶ急激な再編を伴ったはずである。本学位請求論文は、清朝への服属によってこうし
た再編が行われたことを前提とする見方を疑問とし、近年利用可能となった主にモンゴル
の文書史料類を使って、清代モンゴルのザサグ旗の性格と旗内部の社会構造の実態を検討
し、清朝のモンゴル支配体制のあり方に対して新しい見解を提示しようとしたものである。 
本論文は、序論、三部構成の本論、結論に当たる終章から成る。本論の構成は次のとお
りである。第一部：第一章 清初のザサグ、第二章 ハルハ・八ザサグの設置、第三章 ハル
ハ副将軍。第二部：第一章 清代ハルハ・モンゴル・ザサグ旗におけるオトグ・バグ、第二
章 清代モンゴル・ザサグ旗官制、第三章 アルバ分配档冊からみた清代ハルハ・モンゴル
の社会構造、第四章 清代ハルハ・モンゴルにおけるタイジと随丁、第五章 モンゴル人民
政府の地方行政制度改革と旧ザサグ旗社会、第六章 モンゴルにおける地方社会の伝統的構
成単位オトグ・バグ。第三部：第一章 チンギス・ハーン祭祀と清代のモンゴル諸部、第二
章 内ハルハ・バヨド・オトグの系譜。 
 まず第一部では、清初の満文・モンゴル文・漢文史料の分析によって、モンゴルにお
けるザサグ旗の設置過程が佐領編成を伴いながらも、モンゴル伝来の王族父系血縁分枝に
よる属民統治構造を解体したものとは言い難いことを論じている。 
その上で、第二部では、ハルハ東路のセツェン・ハン部中末旗を事例として取り上げ、
そこの旗文書史料の分析によって、名目的な佐領編成の存在にも拘わらず、王族父系血縁
分枝集団の属民支配構造であるオトグあるいはバグ組織が清代を通じて旗の下位社会組織
として機能していたことを論じている。また実地調査の結果からも、この見方が妥当であ
ることを立証している。 
第三部では、支配層としてのチンギス・ハーンとその弟の子孫から成る王族タイジの氏
族的紐帯とその支配構造が清朝支配下でも政治的な意義を有し、清朝に対する政治的圧力
として機能していたことを、チンギス・ハーン祭祀を事例として考察し、また内ハルハ・
バヨド・オトグに関して、八旗編入後の系譜を明らかにした。 
 結論として、清代のモンゴル社会は、盟旗制度の枠組みのみではなく、服属前に淵源す
るオトグ・バグのような王族父系血縁分枝による属民支配構造に基づいて組織編成されて
いたことなどが新たな知見として明らかになったとする。 
モンゴル側の公文書史料などを整理・検討した結果に基づき、清朝の統合・支配の実態
解明とともに、これに対処したモンゴル世界の実態解明と現代に繋がる様相について新た
な見解をもって問題提起した本論文は、説得力があり、新知見を多く含む。特に本論文の
中核をなす第二部において、オトグ・バグ組織の実態と変遷を長期的にまた詳細にモンゴ
ルの一地域について追究して、王公タイジの分枝集団バグに対応する組織であり、箭丁・
随丁・ラマ等のあらゆる階層を包摂するオトグこそが、旗の基層社会組織であり、清朝か
ら割り当てられる「お上のアルバ」も、実際には佐領ではなくオトグ・バグを単位として
分配されていたとする研究の価値は高く、清代のモンゴル史研究に新たな局面を切り開い
たと評価される。これによって、清朝の支配を通じて、旗の人口は皇帝のアルバト（公務
負担者）たる佐領と王公タイジのアルバトたる随丁に再編成され、佐領は貴族による支配
から切り離されたとする従来の認識は根本的に訂正されなければならなくなったと言える。
従って本論文は、当該研究分野に新たな視点による研究方法と重要な知見を提示した一大
研究成果として、高く評価されるべきものである。 
論者も述べているが、セツェン・ハン部中末旗という特定の旗を事例として得られた知
見の普遍性に関する検証が今後の検討課題として残されている。またオトグの十全な理解
のためには属民側の一般的な構造に関する考察も今後に残された問題と言えよう。だがこ
れらの問題点の存在は、本学位請求論文の価値を何ら損なうものではない。 
よって本学位請求論文は、博士（文学）の学位を授与するにふさわしい内容であると認
めるものである。 
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